
鹿児島県
　一般社団法人鹿児島県言語聴覚士会では、9月15日に鹿児島市内のイオンモール鹿児島様の一角を

お借りして、「ことばの相談会」を開催致しました。ことばの相談会は今年度で6回目となります。

今年も土曜日の開催という事もありファミリー層が大変多く来場されておりました。

「ことばの相談」としては、ことばの発達に関する小児言語の内容を多く頂き、県内の小児施設で勤務する

言語聴覚士が直接話を伺わせて頂きました。その他、「言語聴覚士になる為にはどうしたら良いか」、

といった相談も数件受けさせて頂きました。まだまだ言語聴覚士の数は充足しているとはいい難い状況です。

言語聴覚士を志す方が増えてきてくれると嬉しいなと感じました。そして、言語聴覚士の仕事を知って

頂くために、今年も鹿児島県言語聴覚士会の可愛いロゴマークをプリントした風船を準備し、相談会場の

前を通る子どもたちへ風船のプレゼントもあわせて行いました。この日の会場は鹿児島県言語聴覚士会の

風船一色となり、風船を手に持つ子ども達の晴れやかな表情が印象的でした。

　また、8月29日～9月28日の期間、鹿児島市内を走る路面電車の側面に「9月1日は言語聴覚の日」を

プリントした車両を走らせて頂きました。なんと、車両側面の広告プリントにとどまらず、車両内の窓吊り

ポスターにも広告掲示も行いました。路面電車を利用された、多くの市民・県民の方々に対して

「9月1日は言語聴覚の日」であることをアピールできたのではないかと考えております。

　今後も、イベントの開催はもちろん、言語聴覚士の専門性が活かせるよう積極的に働きかけて行きたいと

考えております。地域の皆さまに専門性を認識して頂き、貢献できる言語聴覚士になれるよう努めていきたい

と感じました。

平成30年度
「言語聴覚の日」イベント報告

0412


